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１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
   売上高の会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無  ： 無 

 
２．平成１６年３月期第３四半期業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年１２月３１日） 
 
（１）売上高 
                         （注）記載金額は百万円未満切捨 

百万円          ％

１６年３月期第３四半期 ５２,８２３   （ － ）

１５年３月期第３四半期 －     （ － ）

(参考)１５年３月期 ６３,１０４       

（注）売上高は、当該四半期までの累計値であります。 
（注）当期より四半期業績の概況の開示を行っているため、前年第３四半期の実績及び増減率については
記載しておりません。 

 

［売上高に関する補足説明］ 

 当第３四半期までの国内経済は輸出や設備投資の増加により回復基調で推移したものの、デフレ経済の下、依然

として所得・雇用環境は厳しい状態が続きました。 

こうした厳しい環境の中、当社の主要商品である自動車内装材については一貫加工体制によるシェアの拡大や、

海外子会社の本格稼動に伴い、売上高が大きく伸びました。また、エレクトロニクス分野における電磁波シールド

材「プラット○R 」はパソコン市場の回復や、旺盛なＰＤＰ需要に支えられ高い伸び率で推移いたしました。 

 

（参考） セグメント別売上高 

 
平成 16 年 3 月期
第３四半期 

平成 15 年 3 月期 
第３四半期 

（参考） 
平成１５年３月期 

 百万円 百万円 百万円

オートモーティブ ２４，７３４ － ２７，３８６

ハイファッション １６，７３３ － ２１，９５７

エレクトロニクス ４，２７６ － ５，０６９

ハ ウ ジ ン グ ６，２０９ － ７，４９９

メ デ ィ カ ル ５７２ － ６６７

そ の 他 ２９７ － ５２４

計 ５２，８２３ － ６３，１０４

（注）売上高は、当該四半期までの累計値であります。 
（注）当期より四半期業績の概況の開示を行っているため、前年第３四半期の実績については記載してお
りません。 

 
 



（２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
 

該当となる事象は発生しておりません。 

 

３．平成１６年３月期の業績予想（平成１５年４月１日 ～ 平成１６年３月３１日） 

（１）連結業績予想 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

前回業績見通し（A） 
（平成 15 年 11 月 10 日発表） 

６８，０００ ３，８００ ３，７００ １，１００

今回業績見通し（B） 
（平成 16 年 2 月 12 日発表） 

６８，０００ ３，９００ ３，７００ １，１００

増減額（B－A） － １００ － －

増減率（％） － ２．６ － －

前期実績（C） 
（平成 15 年３月期通期） 

６３，１０４ ２，３９４ ２，１０１ △８６５

増減額（B－C） ４，８９５ １，５０５ １，５９９ １，９６６

増減率（％） ７．８ ６２．９ ７６．１ －

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   １９円 ５９銭 

 

（２）単独業績予想 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

前回業績見通し（A） 
（平成 15 年 11 月 10 日発表） 

６０，０００ ３，３００ ３，３５０ １，１００

今回業績見通し（B） 
（平成 16 年 2 月 12 日発表） 

６０，０００ ３，３００ ３，３５０ １，１００

増減額（B－A） － － － －

増減率（％） － － － －

前期実績（C） 
（平成 15 年３月期通期） 

５７，８５３ ２，６７５ ２，８７０ ２２６

増減額（B－C） ２，１４７ ６２４ ４８０ ８７３

増減率（％） ３．７ ２３．３ １６．７ ３８５．３

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   １９円 ５７銭 
 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

 実質ＧＤＰが上方修正となり、先行きに期待のできる経済環境となりましたが、依然デフレ経済は続いており、

設備投資や個人消費・住宅投資は依然低調、雇用環境も厳しい状況が続くものと想定されます。 

このような環境の中、好調に推移しておりますエレクトロニクス分野の売上高の伸びを中心に、海外における自

動車内装材事業の順調な拡大と併せ、前年に対し大幅な増収増益を見込んでおります。 

なお、これまでの企業改革が成果を上げることができ、今期に引続き翌期以降も高い業績が予想されます。これ

までの株主の皆様の日頃のご支援にお応えするため、当初予定しておりました期末配当金２円５０銭を５円に増額

し、すでに実施しております中間配当金２円５０銭と併せて、年間で 1株につき７円５０銭とする修正を行ってお

ります。 

以  上 


